
民主党統合医療を普及 ・推進する議員の会

『柔道整復師小委員会』

各団体と小委員会役員との意見交換会 議 事次第

1、 開会

2、 委員長挨拶

3、 団体からの提案

4、 意見交換

5、厚生労働省からの発言

6、 今後のスケジュール

日時 :2010年 4月 6日 (火)16:00～ 17:00

場所 :衆議院第 2議員会館第 1会議室

7、 閉会

以上
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柔道整復師業界団体の不正請求に関する自主規制の提案

近年では柔道整復師の疑義請求口不正請求の報道がなされ、国会でも議論がなさ

れているところでありますが、このような事例をなくし、適正な柔道整復療養費の支給

を確保することは、柔道整復師の施術に対する国民の信頼を確保する上でも、重要

であると考え、以下のとおり、不正再発防止対策を提案し、もつて社会の信頼の回復

を図ります。

正請求及び不適当請求の周

受領委任払いの取り扱い規定の正しい理解の下、十分な知識と技能を身につけた上

で、事実と真実に基づいた請求を行う為の十分な教育や情報提供が行われていない

事。不正請求及び不適当請求の線引きと同行為の明確な基準が示されていない事

が隠れみのとなり、ペナルティの対象となりにくくなつている為、これを改善する。

細表示の領収書等の発行の義務化及び算定基準につい

・柔道整復師の算定単位が、医師のそれと比べて安価である為、せめて部位で帳尻

を合わせる事を模索する傾向が見受けられる為、この事を是正するため医師同様

の算定基準とする。

・医科、歯科、薬科の領収書発行義務化に対し、柔道整復師にはその義務化を果た

していない為、以下を提案する。

毎月、一月分の窓口領収額の領収書を発行する。領収書は厚生労働省の発行す

る全国統一の公的な様式を用い、金額だけでなく、負傷部位も併せて記載するように

改善する。月末最終日に領収書を直接手渡すことの出来ない患者には、郵送を徹底

する。

複写の領収書を双方で保管する事により、保険請求額が柔道整復師に支払われる

前に、患者自身で施術部位や請求額の確認ができる。療養費の請求後 3ヶ月ほど経

過してから行われる保険者から患者への施術部位の照会の際に、患者自身が領収

書を基に施術部位及び金額の確認が出来、照会文章に早く正確に回答することがで

きる。



状経過施術内容等の説明としての、インフォームドコンセント

B慰安行為に走る事なく、症状に合わせた適正な施術内容口施術部位口施術期間等を

確立させる。

口傷病名を決定するにあたり、関連痛や放散通のある部位まで受傷部位として扱い請

求対象とする事を禁止する。

口料金の一律化を禁

窓口料金を一律で徴収している施術所が増えている。+α 料金を徴収する事により、

本来の料金計算と合算する事を煩雑と考える為発生する、横着に対する指導を徹底

させる。また、負担割合に応じた適正な窓口料金の徴収を徹底する。

道整復師の質の

養成学校卒後すぐに開業する者や、十分な経験を積まずに開業する柔道整復師が

いる。その為、知識や技術が未勲な上に、保険取り扱いに関するあいまいさや、医療

としての責任や認識の無さから、正しい施術ならびに正しい請求が出来ない柔道整

復師がいる為、以下を提案する。

・養成学校で「療養費取扱いに係る事項」を選考単位として導入するか、又は卒後臨

床研体制度を導入の上、その過程において同事項を選考できる仕組みを作る。そ

の為に現行3年以上の養成学校基準を、4年制大学基準に見直す必要がある。
・柔道整復師資格と開業資格を分ける。
ロインターンシップを導入し、開業時に保険請求を希望する柔道整復師は、公的審査

会または全国共通の指導要綱に基づき、保険取り扱いを行う団体にて一定期間講

習を受ける。

口既に免許取得している柔道整復師においても、5年 に 1度 (程度)の免許資格継続

講習等の新しい制度を導入する。
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険者口晟者口柔道整復師の信頼関係構築の必要

・通リー遍の指導にとどまらず、実際の傾向と対策を相置した形での集団指導口電別

指導の周知徹底をさせる。

口審査委員会における(審査委員)の選考基準並びに選考方法の見直し及び、推薦

団体の選考基準並びに選考方法を見直す。

・保険者が民間委託する間査を、日保連合会口支払基金を通じて行い、問い合わせ苦

情窓口を一本化して、専門員を配置して対応する。

・厚生局支部単位で相醸窓口を設置する。


